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＜連絡事項＞

· 16日に行うクリスマス忘年会の休憩については未打刻表を提出します。

＜外来より情報提供＞

・大久保　恒夫様～　自宅にて川口律子様より苛めを受けていると相談されるとのことで事実確認の為に外来へついたケースワーカーへ相談して来られている。デイケアからはそのような事実は認められないこと、本人の突飛な言動に周囲のメンバーがついて行けず、沈黙が出来る事に対して本人が無視されていると感じている様子でありその事を結果として苛めと受け止めているかもしれないことを説明している。

　　　　　　　　　　いつも行動を共にしている晴山様が就労訓練を開始することに伴い、ソワソワして落ち着かない様子や、「話す人がいないから、一人ぼっちだ。苛められてる」等の被害的となる様子があり本人が通所出来なくなってきている為、今後デイケアの様子を松平病院の主治医へ報告する事や、場合によっては必要時の外来受診への同行を考えていく。

・溝越　キク様～内服薬の飲み忘れが多い為、毎日デイケアへ通所し毎週土曜に訪問看護を利用することで様子をみる。

・秋山　和子様～両膝の腫脹が気になると訴え聞かれており、外来時に視診しているが腫脹は認められない。心配ない事を説明し様子観察としている。

・中村　鶴子様～眼球上転は２週間なく幸房の仕事も順調に進んでいるとのこと。ダイエットをしており、米飯を少なく食べるようにしていると報告されている。

・村井　節子様～体重80kg　血圧168／90mmHg　体調不良の訴えは聞かれていない。体重は減少傾向にあると報告されている。

・田名部　浩平様～ボンヤリとしていると話されるがイライラすることは無いとのこと。お母様より、自宅での発言が増え良くなった印象を受けると報告されている。

・其田　淑子様～来院時間が予定より遅くなった為、アンモニアの検査は施行できず次回12月21日施行予定。

・杉澤　恵子様～弟嫁様が切迫流産の為に入院したと報告され、家事を行っていると話されている。夜間は眠れていると報告されている。

＜利用者様情報＞

・佐藤　朗子様～来所後「来月になってから２週間掃除の仕事をするかもしれない」と本人より話されている。昨日には「履歴書の書き方を忘れたので教えてもらいたいと話して来られている為、下書きを書いてくるように用紙を渡している。本日、下書きを添削する予定の為、仕事の事も併せて面談を行い、本人より詳細について確認する。

・晴山　美智子様～　仕事について青明舎へ連絡し確認している。仕事については青明舎の清水と中野渡が本人の対応にあたり、仕事の初日は中野渡が1日付き添って行う。

内容：雑用が主

時間：9：00～13：00

期間：16日、20～23日、27日～30日の9日間

　　　　　　　　　　29日又は30日に青明舎スタッフとクローバーズピアのスタッフ、本人で面談を行い、本人の体調等も併せて継続していけそうであれば職親へ移行し様子をみる。その後、パート雇用へと移行する予定。

＜デイケア利用者様状況報告＞

・井畑　光湖様（26）　うつ病

～昨日の経過～

14：00本人様より電話連絡あり「不安なことがあり5日分の薬を一度に飲んだ」と話される。一旦電話を切り、スタッフから主治医へ指示を仰ぐと様子観察でよいとのこと。デイケアスタッフより母へ連絡し、事情を説明すると娘のアパートへ行き様子を見てみると話されている。もしも体調に変化があれば直ぐに病院へ連絡するように説明している。また、さくら病院の時の様子について「睡眠薬を何日分も服用したことが4回ほどあり、意識なく運ばれた事がある。気をつけて見ていたが最近忙しくて見ていることが出来なかった」と話されている。

　本人から再度電話あり。話に取りとめがなく、上手く言葉が出ない様子。

不安については、下記の訴え聞かれている。

①デイケアに行きたい気持ちはあるが行く事が出来なくて他メンバーからどう思われているか気になる。

②母からデイケアに行く事が出来ていない、生活リズムがなっていないと指摘され、家に戻って来るように話されていることが嫌だ。

　30分ぐらい本人からの気持ちを聞いて、デイに来れる事を目標にする等話はするがぼんやり感、眠気が強く、母親が帰ってくるかもしれないとのことで一旦電話を切る。明日、本人にはデイケアに来所できなくても不安や悩みについて1対1で外来にて話をする事を勧めると本人も「上手く話せていないのでその方がいいです」との事。
～本日の経過～

　9：00外来受診の為来院されている。先生に相談したい項目については、

1 ２ヶ月に１度死にたくなる

2 先の事を考えると不安になるが、何が不安かははっきりと言えない

3 実家に帰っても、父と母、父と本人などでケンカをしてしまう為、今のままのアパート暮らしの方が気が楽

とのこと。外来医からは２ヶ月ごとの周期があるのであれば、その時期が過ぎるまで入院するのも一つの方法であると提示されると、本人は当院への入院を希望されている。入院希望されている旨をお母様へ連絡しているがお母様からは金銭的なことを理由に入院はさせたくないと話される。

お母様の意向については外来医へ伝え、その後再度受診し外来医から入院は保護者の同意がない為難しい事を説明している。その際、本人から「短期入院でも良いから入院したい」と希望聞かれる為、帰宅後お母様と相談するように説明受け外来受診を修了している。

外来受診後は表情良く昨日の様子について話され、お母様より“またこんな事して”と言われたこと、母様と話がしたくない為早くに就寝したところ今日は6：00には起床出来たこと等を報告されている。昨日は自殺願望があったが今日は死にたいとは思わない事をスタッフへ話してこられ、入院したい理由について、実家のお父様のことを訴え

1 実家の自室へ父がノックもせずに侵入する

2 何処かへ出かけようとすると後を父が尾行してくる

等の自分の体験を話され、父に対してトラウマがあると表現されている。又、お母様に対してもストレスを感じていると話され「なんでも“○○なんでしょ”って決め付けられるのが嫌」と訴え聞かれている。自分からお母様に対して話すことが出来ないとのことで、スタッフからお母様へ伝える事も出来ることを説明すると「自分からは言えないので行ってもらいたい」と希望聞かれている。

～今後の対応について～

· お母様が本日3：30来院予定の為、お母様と外来スタッフ、デイケアスタッフで話し合う場を設け今後のスタッフの対応や、お母様の自宅での接し方についての相談などを受ける。

· 本人の思っていることを自分からお母様へ伝える事が出来ないと話されている為、今回はスタッフが代弁する。本人が思っていることを表現するまでに時間を要している事をお母様へ説明し、本人が言語化できるまでゆっくりと見守って頂けるように説明する。

· 内服薬はお母様が全て管理する。

· 就床前薬を服用する際に、アルコールで服用することがあるとお母様より話があった為、お母様には服用時の観察を引き続きお願いする。

